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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 5 月 14 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので 

お知らせいたします。 
 

記 
 
●業績予想の修正について 

 

平成 23 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月１日～平成 22 年 9 月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(A) 
百万円

7,343
百万円

403
百万円

408
百万円 

242 

円 銭

63.93

今回発表予想(B) 7,127 364 371 92 24.33

増減額(B-A) △216 △39 △37 △150 

増減率(%) △2.9 △9.7 △9.1 △62.0 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
7,077 352 353 202 53.48

 

平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月１日～平成 23 年 3 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

15,500
百万円

1,030
百万円

1,050
百万円 

623 
円 銭

164.57

今回発表予想(B) 15,500 1,030 1,050 480 126.80

増減額(B-A) 0 0 0 △143 

増減率(%) 0.0 0.0 0.0 △23.0 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3 月期) 
14,723 907 921 538 142.24

 

平成 23 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月１日～平成 22 年 9 月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(A) 
百万円

5,617
百万円

261
百万円

266
百万円 

158 
円 銭

41.74

今回発表予想(B) 5,511 282 284 39 10.44

増減額(B-A) △106 21 18 △119 

増減率(%) △1.9 8.1 6.8 △75.3 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
5,326 206 205 120 31.73

 

平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月１日～平成 23 年 3 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

11,750
百万円

670
百万円

690
百万円 

410 
円 銭

108.31

今回発表予想(B) 11,750 670 690 276 72.91

増減額(B-A) 0 0 0 △134 

増減率(%) 0.0 0.0 0.0 △32.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3 月期) 
11,246 587 593 349 92.32

 

業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後の

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 



 

 

 

修正の理由 

当第 2四半期連結累計期間の業績につきましては、厳しい受注環境が続いており、売上高、営業利益、経常利益は

前回発表の業績予想値を僅かに下回る見通しとなりましたが、積極的な営業活動により前年同期比では改善いたしま

した。しかしながら、特別損失として、平成 22 年 10 月 1 日付「当社出資先企業の民事再生申立による特別損失の発

生に関するお知らせ」にて開示いたしました投資有価証券評価損に加え、金融機関系の保有投資有価証券の評価損の

計上が生じましたので、四半期純利益は予想数値を下回る見通しとなりました。以上により、当第 2四半期連結累計

期間の業績予想数値について修正するものであります。 

通期業績につきましては、当第 2 四半期連結累計期間の業績予想の修正を踏まえ、改めて精査した結果、売上高、

営業利益、経常利益は概ね計画通りでありますが、当期純利益については上記の理由により減少が見込まれるため、

あわせて予想数値を修正するものであります。 

なお、投資有価証券評価損につきましては、四半期毎の洗替え方式を採用しているため平成 23 年 3月期第 3 四半期

及び平成 23 年 3月期の各期末の時価により、特別損失の額が変動する場合、もしくは特別損失を計上しない場合があ

ります。 

 

以 上 

 


